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(57)【要約】
【課題】使用されるディスプレイデバイスに応じて個別
にカスタマイズされた表示タイミングを設定可能とする
。
【解決手段】表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する
取得手段と、記憶されている、各種表示手段に対する各
ＥＤＩＤ情報をカスタマイズした複数のＥＤＩＤ情報の
中から、前記取得手段により取得したＥＤＩＤ情報に対
応する前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する
決定手段と、前記決定手段により決定された前記カスタ
マイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ情報を基に表示
手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供手段
とを備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する取得手段と、
　記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイズした複数のＥＤ
ＩＤ情報の中から、前記取得手段により取得したＥＤＩＤ情報に対応する前記カスタマイ
ズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ情報
を基に表示手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供手段と
を備えたことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　表示手段と、
　各種表示手段が個別に有するＥＤＩＤ情報を前記表示手段から読み取る読取手段と、
　前記ＥＤＩＤ情報に基づく表示タイミングで前記表示手段の表示制御をする表示制御手
段と、
　各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイズした複数のＥＤＩＤ情報を記憶す
る記憶手段と、
　前記読取手段が読み取ったＥＤＩＤ情報に対応する前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情
報を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された、カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、前記表示制御手
段に提供する提供手段と
を備えたことを特徴とする電子機器。
【請求項３】
　前記ＥＤＩＤ情報とは、ＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）がデ
ィスプレイのために制定した標準データ形式であるＥＤＩＤ（Extended Display Identif
ication）に準拠したデータであることを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項４】
　表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する取得ステップと、
　制御手段が、記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイズし
た複数のＥＤＩＤ情報の中から、前記取得ステップにより取得したＥＤＩＤ情報に対応す
る前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定ステップと、
　制御手段が、前記決定ステップにより決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報
を、ＥＤＩＤ情報を基に表示手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供ステップ
と
を含むことを特徴とする表示制御方法。
【請求項５】
　表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する取得ステップと、
　記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイズした複数のＥＤ
ＩＤ情報の中から、前記取得ステップにより取得したＥＤＩＤ情報に対応する前記カスタ
マイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップにより決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ
情報を基に表示手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供ステップと
をコンピュータに実行させることを特徴とする表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルコンピュータ等の電子機器及びその表示制御方法並びに表示制御
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ（ＰＣ）に接続されるディスプレイの性能をＰＣに伝えるため
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のデータ構造として、ＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）によりＥ
ＤＩＤ（Extended Display Identification）がその標準として公開されている。この標
準に基づき液晶デバイス等のディスプレイデバイスは固有のＥＤＩＤをそのメモリに持っ
ている。ＥＤＩＤには、そのディスプレイデバイスのメーカー、型番、対応する信号タイ
ミング等のデータが格納される。
【０００３】
　このＥＤＩＤを基に、接続されたディスプレイデバイスへの表示タイミングを設定する
従来のＰＣ等の電子機器においては、このＥＤＩＤに従った単一の設定値のみが適用され
ることになる。したがって、例えば、ノイズ対策やアプリケーションからの要求に対応す
るためや映像表示を良好なものにしようとするためにディプレイデバイスに応じて個別に
表示タイミングに関する設定の変更を行う場合や、こうした表示タイミングに関する設定
によらず映像表示を良好なものにしようとする場合などには、そのための手法や手段が別
途必要になる。
【０００４】
　例えば、映像表示が良好に行われることを目的として、特許文献１や特許文献２には、
表示タイミングの設定のための情報を映像から取得し、表示の制御をする方法が提案され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２００３／００３３４１号パンフレット
【特許文献２】特開２００７－２７２２００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来のＰＣ等の電子機器において、ノイズ対策（例えば、ワイヤレスＬ
ＡＮで用いられる無線信号とディスプレイデバイスへの表示信号の高調波の干渉を防ぐた
めの対策など）のためやアプリケーションからの要求（例えば、テレビ放送のフィールド
周波数５９．９４Ｈｚに正確に合わせたいという要望など）に対応するためや映像表示を
良好なものにするために表示タイミングを変更したい場合、特別なハードウェアを用意す
るなどする必要があった。また、従来のＰＣ等の電子機器においては、使用されるディス
プレイデバイスに応じて個別にカスタマイズされた表示タイミングの設定をするための手
立てがなかった。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、特別なハードウェア構成を必要とせず
、ディスプレイデバイスに応じて個別に所望のカスタマイズされた表示タイミングの設定
をする機能を実現することができる電子機器及びその表示制御方法並びに表示制御プログ
ラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の電子機器は、表示手段が有す
るＥＤＩＤ情報を取得する取得手段と、記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩ
Ｄ情報をカスタマイズした複数のＥＤＩＤ情報の中から、前記取得手段により取得したＥ
ＤＩＤ情報に対応する前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定手段と、前記
決定手段により決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ情報を基に
表示手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供手段とを備えたことを特徴とする
。
【０００９】
　また、本発明の電子機器は、表示手段と、各種表示手段が個別に有するＥＤＩＤ情報を
前記表示手段から読み取る読取手段と、前記ＥＤＩＤ情報に基づく表示タイミングで前記
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表示手段の表示制御をする表示制御手段と、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカス
タマイズした複数のＥＤＩＤ情報を記憶する記憶手段と、前記読取手段が読み取ったＥＤ
ＩＤ情報に対応する前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定手段と、前記決
定手段により決定された、カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、前記表示制御手段に提供
する提供手段とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の表示制御方法は、表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する取得ステッ
プと、制御手段が、記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイ
ズした複数のＥＤＩＤ情報の中から、前記取得ステップにより取得したＥＤＩＤ情報に対
応する前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定ステップと、制御手段が、前
記決定ステップにより決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ情報
を基に表示手段の表示を制御する表示制御手段に提供する提供ステップとを含むことを特
徴とする。
【００１１】
　また、本発明の表示制御プログラムは、表示手段が有するＥＤＩＤ情報を取得する取得
ステップと、記憶されている、各種表示手段に対する各ＥＤＩＤ情報をカスタマイズした
複数のＥＤＩＤ情報の中から、前記取得ステップにより取得したＥＤＩＤ情報に対応する
前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を決定する決定ステップと、前記決定ステップによ
り決定された前記カスタマイズされたＥＤＩＤ情報を、ＥＤＩＤ情報を基に表示手段の表
示を制御する表示制御手段に提供する提供ステップとをコンピュータに実行させることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明にかかる電子機器及びその表示制御方法並びに表示制御プログラムによれば、特
別なハードウェア構成を必要とせず、ディスプレイデバイスに応じて個別にカスタマイズ
された表示タイミングの設定をする機能を実現することができる。これにより、所望のノ
イズ対策や映像表示、並びにアプリケーションからの要求に対応することができるという
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本実施の形態にかかるノートＰＣ１００を示す外観斜視図である。
【図２】図２は、本実施形態にかかるノートＰＣ１００のハードウェア構成を示すブロッ
ク図である。
【図３】図３は、ＬＣＤ　ＥＤＩＤデータの概略図（Ａ）、および、ＥＤＩＤデータ群の
概略図（Ｂ）である。
【図４】図４は、本実施形態における表示制御について説明するためのフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる電子機器の一実施の形態を詳細に説明す
る。後述する実施の形態では、電子機器の一形態としてノートＰＣに適用した例について
説明するが、ＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）によるＤＤＣ（Dis
play Data Channel）規格に準じる電子機器であればデスクトップＰＣやワークステーシ
ョンやその他の電子機器にも適用することができる。
【００１５】
［実施形態］
　図１は、本実施の形態にかかるノートＰＣ１００を示す外観斜視図である。図１に示す
ように、ノートＰＣ１００は、従来のノートＰＣと同様の構成であり、筐体１０１と、こ
の筐体１０１上に設けられたキーボード１０２と、筐体１０１にヒンジ部１０３を介して
回動可能に接続されるパネル側筐体１０４と、を有している。筐体１０１は、下ケース１
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０１ａと上ケース１０１ｂとを有している。上ケース１０１ｂの上面前端部はパームレス
ト部１０５を構成し、このパームレスト部１０５のほぼ中央にはタッチパッド１０６が設
けられている。また、パネル側筐体１０４の中央領域には、表示を行うフラットパネルデ
ィスプレイ１０７が設けられている。
【００１６】
　次に、本実施形態にかかるノートＰＣ１００のハードウェア構成について説明する。図
２に示すように、ノートＰＣ１００は、ＣＰＵ２０１、メモリコントローラハブ（ＭＣＨ
）２０２、主記憶装置としてのメモリ２０３、Ｉ／Ｏコントローラハブ（ＩＣＨ）２０４
、グラフィクスコントローラ（ＧＰＵ）２０５、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２０６、補助記憶装置
としてのＨＤＤ２０７、フラットパネルディスプレイ１０７、ネットワークＩ／Ｆ２０８
を有している。なお、図示していないが、ＩＣＨ２０４は、ＯＤＤなどの各種周辺装置と
接続されている。さらに、補助記憶装置は、ＨＤＤに限らず、様々な記憶手段を用いるこ
とができる。
【００１７】
　ＣＰＵ２０１はノートＰＣ１００の動作を制御するプロセッサであり、ＨＤＤ２０７か
らメモリ２０３にロードされるオペレーティングシステム（ＯＳ）２１３やアプリケーシ
ョンプログラムを実行する。また、ＣＰＵ２０１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２０６に格納され
たハードウェア制御のためのプログラムであるシステムＢＩＯＳ（Basic　Input　Output
　System）２２１および表示制御のためのプログラムであるＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２等も
実行する。なお、システムＢＩＯＳ２２１には、本実施形態の特徴的機能部であるＥＤＩ
Ｄ取得部２２１ａ、ＥＤＩＤ決定部２２１ｂおよびＥＤＩＤ提供部２２１ｃ（後述）を含
んでいる。
【００１８】
　また、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２０６は、システムＢＩＯＳ２２１およびＶＧＡ　ＢＩＯＳ２
２２の他に、フラットパネルディスプレイ１０７の表示制御を行うために用いる複数のＥ
ＤＩＤ(Extended　Display　Identification　Data)データ（ＥＤＩＤデータ群）２２３
を格納している（詳細は後述）。なお、ＥＤＩＤデータ群２２３は、ＨＤＤ２０７または
他の不揮発性記憶デバイス（図示せず）上に構築してもよい。また、後述の追加されるＥ
ＤＩＤデータは、ＨＤＤ２０７または他の不揮発性記憶デバイス（図示せず）に記憶され
る。これらＥＤＩＤデータ群２２３のいずれかのデータは、必要に応じてメモリ２０３上
に展開される。
【００１９】
　メモリコントローラハブ（ＭＣＨ）２０２は、ＣＰＵ２０１のローカルバスとＩＣＨ２
０４との間を接続するブリッジデバイスである。ＭＣＨ２０２には、メモリ２０３をアク
セス制御するメモリコントローラも内蔵されている。また、ＭＣＨ２０２は、ＡＧＰ（Ac
celerated　Graphics　Port）バス、ＰＣＩ　ｅｘｐｒｅｓｓ規格のシリアルバスなどを
介してグラフィクスコントローラ２０５との通信を実行する機能も有している。
【００２０】
　グラフィクスコントローラ２０５は、ノートＰＣ１００の表示手段として使用されるＬ
ＣＤ（Liquid Crystal Display）等のフラットパネルディスプレイ１０７の表示制御をす
るコントローラである。
【００２１】
　グラフィクスコントローラ２０５は、ＰＬＬ回路２３１と、表示タイミング制御回路２
３２とを備え、フラットパネルディスプレイ１０７に接続されている。ＰＬＬ回路２３１
は、任意のピクセルクロック（動作周波数）を生成することができ、また、動作周波数の
変更が要求された場合に、動作周波数を切り換えることができる。
【００２２】
　表示タイミング制御回路２３２は、ＯＳまたはアプリケーションプログラムからの要求
に従ってグラフィックドライバ２１１が指示する表示タイミング情報２１２に従い、表示
信号を生成し、この表示信号をフラットパネルディスプレイ１０７に供給することによっ
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て画像を表示させる。
【００２３】
　ノートＰＣ１００の起動が開始されると、システムＢＩＯＳ２２１及びＶＧＡ　ＢＩＯ
Ｓ２２２の処理により、ＬＣＤ等のフラットパネルディスプレイ１０７からＥＤＩＤデー
タ（以下、ＬＣＤ　ＥＤＩＤデータと称す）が読み込まれる。そして、後述のように、読
み込まれたＬＣＤ　ＥＤＩＤデータに対応する、ＢＩＯＳ―ＲＯＭ２０６のＥＤＩＤデー
タ群２２３中のＥＤＩＤデータの１つが、カスタマイズされたＥＤＩＤデータとして決定
される。また、ＯＳの処理により、グラフィックドライバ２１１が読み込まれ、メモリ２
０３に保持される。
【００２４】
　表示タイミング情報２１２は、グラフィックドライバ２１１により、フラットパネルデ
ィスプレイ１０７の表示タイミングを設定するために、上記カスタマイズされたＥＤＩＤ
データを基に生成され、メモリ２０３に保持される。
【００２５】
　Ｉ／Ｏコントローラハブ（ＩＣＨ）２０４は、ＬＰＣ（Low　Pin　Count）バス上の各
デバイス、ＰＣＩ（Peripheral　Component　Interconnect）バスに接続されている各デ
バイスを制御する。また、ＩＣＨ２０４は、ＨＤＤ２０７を制御するためのＩＤＥ（Inte
grated　Drive　Electronics）コントローラを内蔵している。また、ＩＣＨ２０４に接続
されているネットワークＩ／Ｆ２０８は、インターネット等のネットワークを介してサー
バ２５０等に接続するためのインターフェースであり、ノートＰＣ１００は、サーバ２５
０等から所望のプログラムやコンテンツをダウンロードすることができる。
【００２６】
　ここで、ＥＤＩＤデータ群２２３について図３を参照し説明する。図３（Ａ）に、ＬＣ
Ｄ（Liquid Crystal Display）等のフラットパネルディスプレイ１０７から取得されるＬ
ＣＤ　ＥＤＩＤデータの概略図を示し、図３（Ｂ）に、ＥＤＩＤデータ群２２３としてＢ
ＩＯＳ－ＲＯＭ２０６に格納されている複数のカスタマイズされたＥＤＩＤデータ（ＥＤ
ＩＤデータ群）の概略図を示している。
【００２７】
　図３（Ａ）に示すように、ＬＣＤ　ＥＤＩＤデータは、メーカーの情報ｂ１、型番ｂ２
、表示タイミングに関する情報ｂ３を含んでいる。ＥＤＩＤデータ群２２３は、ＥＤＩＤ
データ中の表示タイミングに関する情報を、本来デバイスがもつ情報ａ３，ｂ３，ｃ３，
…からａ３’，ｂ３’，ｃ３’，…に変更した、使用されうる各種フラットパネルディス
プレイ用のＥＤＩＤデータをカスタマイズしたデータの集まりである。図３の例では、同
図（Ａ）に示すＬＣＤ　ＥＤＩＤであるＥＤＩＤデータＢに対し、同図（Ｂ）に示すＥＤ
ＩＤデータＢ’が、ＥＤＩＤデータ中の表示タイミングに関する情報を変更したものとな
っている。
【００２８】
　ＥＤＩＤデータ群２２３中の各ＥＤＩＤデータにはこれらを識別するための１バイトの
パネルＩＤが割り当てられている。表示タイミングに関する部分（ａ３’，ｂ３’，ｃ３
’，…）は、アプリケーションの要求に対応した設定や、無線ＬＡＮ等のノイズ対策とし
て、それに使用される電波と表示信号の高調波が干渉しないように、表示信号が意図的に
周波数をずらしたものとなるようにした設定がなされる。なお、表示タイミングに関する
設定の変更は、所定のマージンの範囲内でなされる。
【００２９】
　また、ＥＤＩＤデータ群２２３の中の各ＥＤＩＤデータには、本来のＬＣＤ　ＥＤＩＤ
データと同様に、メーカー、型番等のデータも含まれているので、これらのデータにより
各種フラットパネルディスプレイ用のカスタマイズされたＥＤＩＤデータを識別すること
ができ、また、対応するパネルＩＤを決定することができる。
【００３０】
　次に、本実施形態における表示制御について図４のフローチャートを用いて説明する。
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図４では、システムＢＩＯＳ２２１、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２およびＯＳ＆グラフィクス
ドライバ（２１３，２１１）の各々によるＣＰＵ２０１の動作を時系列に示している。ま
た以下では、説明を簡単にするため、システムＢＩＯＳ２２１、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２
およびＯＳ＆グラフィクスドライバ（２１３，２１１）を動作主体として記載するが、シ
ステムＢＩＯＳ２１１、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２およびＯＳ＆グラフィクスドライバ（２
１３，２１１）による各ステップを実行するのは制御手段としてのＣＰＵ２０１である。
【００３１】
　はじめに、電源ＯＮまたはシステムのリセットにより、ノートＰＣ１００のブート処理
が開始され、システムＢＩＯＳ２２１による、必要なデバイスや周辺装置が正常に動作す
るかのチェックや、同時にそれらの初期化が行われる（ステップＳ４０１）。
【００３２】
　さらに、システムＢＩＯＳ２２１により、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴ呼び出し（VGA 
BIOS POST Call）が実行され（ステップＳ４０２）、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２によるＶＧ
Ａ　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴ処理が実行される。このＰＯＳＴ（Power On Self Test）処理は
従来より行われている処理と同じである。このとき、読取手段としてのＶＧＡ　ＢＩＯＳ
２２２により、フラットパネルディスプレイ１０７からＥＤＩＤを読み取る処理も行われ
る（ステップＳ４０３）。
【００３３】
　次いで、一連のＶＧＡ　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴ処理後、システムＢＩＯＳ２２１に処理が
戻される（ステップＳ４０４）。
【００３４】
　ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２によるＶＧＡ　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴ処理からシステムＢＩＯＳ
２２１に処理が移ると、システムＢＩＯＳ２２１のＥＤＩＤ取得部２２１ａは、ＶＧＡ　
ＢＩＯＳ呼び出し（VGA BIOS call）によりＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２を介してフラットパ
ネルディスプレイ１０７のＥＤＩＤを取得する（ステップＳ４０５）。一方、このときＶ
ＧＡ　ＢＩＯＳ２２２は、システムＢＩＯＳ２２１からのＶＧＡ　ＢＩＯＳ呼び出しに応
答してフラットパネルディスプレイ１０７のＥＤＩＤデータを返す（ステップＳ４０６）
。
【００３５】
　フラットパネルディスプレイ１０７のＬＣＤ　ＥＤＩＤデータを取得したシステムＢＩ
ＯＳ２２１のＥＤＩＤ決定部２２１ｂは、取得したデータとＥＤＩＤデータ群２２３の中
の各ＥＤＩＤデータとを照合し、メーカー、型番等のフラットパネルディスプレイ１０７
を識別するための情報が一致するＥＤＩＤデータを見つけ、そのパネルＩＤを決定する（
ステップＳ４０７）。
【００３６】
　次いで、ＯＳ（ＯＳとしては、例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）が用いられる）が
ＨＤＤ２０７からメモリ２０３にロードされる（ステップＳ４０８）。
【００３７】
　ＯＳ２１３が起動すると、グラフィックドライバなど各種ドライバがメモリ２０３にロ
ードされる（ステップＳ４０９）。
【００３８】
　さらに、ＯＳ２１３およびグラフィックドライバ２１１の起動後、ＯＳ＆グラフィック
ドライバ（２１３，２１１）からシステム　ＢＩＯＳ２２１に、ＡＰＣＩの標準仕様で定
義される関数（ＬＣＤ．＿ＤＤＣ　ｍｅｔｈｏｄ）によりＥＤＩＤの問い合わせが行われ
（ステップＳ４１０）、システムＢＩＯＳ２１１のＥＤＩＤ提供部２２１ｃが、ステップ
Ｓ４０７で決定されたパネルＩＤに対応するカスタマイズされたＥＤＩＤデータを返す（
ステップＳ４１１）。この結果、前述の表示タイミング情報２１２は、このカスタマイズ
されたＥＤＩＤデータを基に生成されることになるので、本来フラットパネルディスプレ
イ１０７がもつＬＣＤ　ＥＤＩＤデータを基に生成される表示タイミング情報とは異なる
表示タイミング情報２１２が生成されることとなる。
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【００３９】
　以上説明したように、本実施形態では、使用されうる各種フラットパネルディスプレイ
のＥＤＩＤデータ（特に、その中の表示タイミングに関する情報）をカスタマイズしたＥ
ＤＩＤデータ群２２３を持つ。そして、これを用いて、システムＢＩＯＳ２２１により、
本来のＬＣＤ　ＥＤＩＤデータを、カスタマイズしたＥＤＩＤデータに代えている。これ
により、本実施形態のノートＰＣ１００は、搭載使用されうる各種フラットパネルディス
プレイに対して個別に目的に応じて表示タイミングの設定を変えることができる。
【００４０】
　また、本実施形態は、システムＢＩＯＳ２２１の変更のみで実現できるので、特別なハ
ードウェアを用意する必要がない。また、ＶＧＡ　ＢＩＯＳ２２２側の変更も必要ないの
で、各種フラットパネルディスプレイ毎にＶＧＡ　ＢＩＯＳを用意してそれらを適用し分
けるといったことも必要ない。また、スタンバイ状態からの復帰時には、一般に読み出し
速度の遅いフラットパネルディスプレイ１０７からのＥＤＩＤデータの読み込みでなく、
高速なシステムＢＩＯＳ２２１側からの読み込みとなるため、リジューム時間を短くでき
る効果も有する。
【００４１】
　なお、本実施形態のノートＰＣ１００の起動処理で実行されるシステムＢＩＯＳ２２１
等のプログラムは、ＲＯＭ等に予め組み込まれて提供される。あるいは、インストール可
能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）
、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等のコンピュー
タで読み取り可能な記録媒体に記録して提供し、これらの媒体からノートＰＣ１００に組
み込むように構成してもよい。さらに、上記プログラムを、インターネット等のネットワ
ークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせること
により提供するように構成しても良い。
【符号の説明】
【００４２】
　１００　ノートＰＣ
　１０１　筐体
　１０１ａ　下ケース
　１０１ｂ　上ケース
　１０２　キーボード
　１０３　ヒンジ部
　１０４　パネル側筐体
　１０５　パームレスト部
　１０６　タッチパッド
　１０７　フラットパネルディスプレイ
　２０１　ＣＰＵ（制御手段）
　２０２　ＭＣＨ
　２０３　メモリ
　２０４　ＩＣＨ
　２０５　グラフィクスコントローラ（ＧＰＵ）（表示制御手段）
　２０６　ＢＩＯＳ－ＲＯＭ（記憶手段）
　２０７　ＨＤＤ
　２０８　ネットワークＩ／Ｆ
　２１１　グラフィックドライバ
　２１２　表示タイミング情報
　２１３　オペレーティングシステム（ＯＳ）
　２２１　システムＢＩＯＳ
　２２１ａ　ＥＤＩＤ取得部
　２２１ｂ　ＥＤＩＤ決定部
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　２２１ｃ　ＥＤＩＤ提供部
　２２２　ＶＧＡ　ＢＩＯＳ
　２２３　ＥＤＩＤデータ群
　２３１　ＰＬＬ回路
　２３２　表示タイミング制御回路
　２５０　サーバ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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